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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期
第３四半期
連結累計期間

第32期
第３四半期
連結累計期間

第31期

会計期間
自平成28年６月１日
至平成29年２月28日

自平成29年６月１日
至平成30年２月28日

自平成28年６月１日
至平成29年５月31日

売上高 （百万円） 114,974 121,886 155,379

経常利益 （百万円） 4,607 3,967 5,921

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,817 2,162 3,553

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,818 2,326 3,577

純資産額 （百万円） 29,800 32,568 30,565

総資産額 （百万円） 54,462 60,593 56,535

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 200.52 153.66 252.82

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 200.32 153.61 252.60

自己資本比率 （％） 54.6 53.6 53.9

 

回次
第31期
第３四半期
連結会計期間

第32期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年12月１日
至平成29年２月28日

自平成29年12月１日
至平成30年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 76.16 71.76

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当社は、平成29年９月30日を効力発生日とし、当社の100％出資連結子会社であるＤブレッド株式会社を吸

収合併しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国政権の動向や地政学リスクの高まりなどがあるものの、

政府の経済政策や金融政策により緩やかな回復基調で推移いたしました。

　小売業界におきましては、業種・業態を越えた販売競争の激化やパート・アルバイトの採用難が深刻になるな

ど、ますます厳しい状況で推移いたしました。

　このような環境の中、当社グループでは食の安心・安全を確保するための品質・鮮度管理の徹底や、商品の販売

価格を更に値下し、『大幅値下宣言』として唱えた販売戦略を実践してまいりました。成長戦略として、岡山県に

２店舗、大阪府、岐阜県、香川県、石川県にそれぞれ１店舗の計６店舗の新規出店と、店舗の老朽化に伴う既存店

の建替えを１店舗、生鮮食品部門を強化した大幅改装を６店舗で実施いたしました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,218億８千６百万円（前年同期比6.0％増）、販売強化の

ための人員投入による人件費の増加や電力料金の値上げなどによる販売費及び一般管理費の増加により、経常利益

は39億６千７百万円（前年同期比13.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は21億６千２百万円（前年同期

比23.2％減）となりました。

　なお、当社グループのセグメントの業績につきましては、小売事業以外に、飲食業、卸売事業等を営んでおりま

すが、重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

　財政状態の状況につきましては、次のとおりであります。

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、133億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ３

億円減少いたしました。

　その主たる変動要因は、商品及び製品の増加（41億７千５百万円から51億７千６百万円へ10億１百万円増加）

などに対して、現金及び預金の減少（54億３千１百万円から46億７千２百万円へ７億５千８百万円減少）とその

他の流動資産の減少（33億３千３百万円から28億１千万円へ５億２千２百万円減少）などによるものでありま

す。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、472億８千７百万円となり、前連結会計年度末に比

べ43億５千９百万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、有形固定資産の増加（335億５千３百万円から374億６千２百万円へ39億９百万円増

加）と投資その他の資産の増加（91億９千万円から96億８千万円へ４億８千９百万円増加）などによるものであ

ります。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、184億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比

べ１億９千８百万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、支払手形及び買掛金の減少（101億６千９百万円から90億８千１百万円へ10億８千７

百万円減少）、未払法人税等の減少（13億８千万円から６億８千６百万円へ６億９千３百万円減少）、その他の

流動負債の減少（43億２千８百万円から40億７千７百万円へ２億５千１百万円減少）などに対し、短期借入金の

増加（20億６千８百万円から44億４千７百万円へ23億７千８百万円増加）によるものであります。
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（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、95億４千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ

18億５千６百万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、長期借入金の増加（41億７千８百万円から58億５千８百万円へ16億８千万円増加）と

資産除去債務の増加（17億９千９百万円から19億４千９百万円へ１億４千９百万円増加）などによるものであり

ます。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、325億６千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ

20億３百万円増加いたしました。

　その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（273億５百万円から291億１千６百万円へ18億１千１百万円増加）

とその他有価証券評価差額金の増加（６千２百万円から２億１千８百万円へ１億５千５百万円増加）などによる

ものであります。

(2) 事業上及び財務上対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。

(4) 従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

(5) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設計画はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,600,000

計 43,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,467,500 14,470,200
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であり

ます。

計 14,467,500 14,470,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年12月１日～

平成30年２月28日

（注）１

1,500 14,467,500 2 1,651 2 1,812

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

（注）２．平成30年３月１日から平成30年３月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が2,700

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ４百万円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成30年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　389,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,074,600 140,746 －

単元未満株式 普通株式　　　 2,000 － －

発行済株式総数 14,466,000 － －

総株主の議決権 － 140,746 －

 

②【自己株式等】

平成30年２月28日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大黒天物産株式会社

岡山県倉敷市堀南

704番地の５
389,400 － 389,400 2.69

計 － 389,400 － 389,400 2.69

（注）当第３四半期会計期間末現在の大黒天物産株式会社の所有自己株式数の合計は、389,480株であります。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名（新職名） 旧役名（旧職名） 氏名 異動年月日

専務取締役
（営業企画部長兼ベーカリー部長
兼鮮魚部長兼商品部門担当）

専務取締役
（営業企画部長兼ベーカリー部長
兼商品部門担当）

菊池　和裕 平成30年２月５日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年12月１日から平

成30年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成30年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,431 4,672

受取手形及び売掛金 78 90

商品及び製品 4,175 5,176

仕掛品 214 236

原材料及び貯蔵品 373 319

その他 3,333 2,810

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 13,606 13,305

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,979 22,344

土地 6,336 6,671

その他（純額） 6,236 8,447

有形固定資産合計 33,553 37,462

無形固定資産 184 145

投資その他の資産   

建設協力金 1,735 1,729

差入保証金 3,598 3,811

その他 3,915 4,196

貸倒引当金 △57 △57

投資その他の資産合計 9,190 9,680

固定資産合計 42,928 47,287

資産合計 56,535 60,593
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年２月28日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,169 9,081

短期借入金 2,068 4,447

未払法人税等 1,380 686

賞与引当金 330 185

資産除去債務 2 －

その他 4,328 4,077

流動負債合計 18,280 18,478

固定負債   

長期借入金 4,178 5,858

退職給付に係る負債 16 15

資産除去債務 1,799 1,949

その他 1,694 1,722

固定負債合計 7,689 9,545

負債合計 25,969 28,024

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,640 1,651

資本剰余金 1,801 1,812

利益剰余金 27,305 29,116

自己株式 △313 △313

株主資本合計 30,434 32,267

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 62 218

その他の包括利益累計額合計 62 218

新株予約権 7 14

非支配株主持分 61 68

純資産合計 30,565 32,568

負債純資産合計 56,535 60,593

 

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

 9/15



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成30年２月28日)

売上高 114,974 121,886

売上原価 87,858 93,453

売上総利益 27,116 28,432

販売費及び一般管理費 22,587 24,589

営業利益 4,529 3,842

営業外収益   

受取利息 21 22

受取配当金 5 5

受取賃貸料 19 30

その他 49 86

営業外収益合計 95 144

営業外費用   

支払利息 16 17

その他 0 2

営業外費用合計 17 19

経常利益 4,607 3,967

特別利益   

補助金収入 34 －

特別利益合計 34 －

特別損失   

減損損失 10 －

特別損失合計 10 －

税金等調整前四半期純利益 4,632 3,967

法人税、住民税及び事業税 1,819 1,813

法人税等調整額 △11 △15

法人税等合計 1,808 1,797

四半期純利益 2,823 2,170

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,817 2,162
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成30年２月28日)

四半期純利益 2,823 2,170

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5 155

その他の包括利益合計 △5 155

四半期包括利益 2,818 2,326

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,812 2,318

非支配株主に係る四半期包括利益 5 7
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成29年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成30年２月28日）

減価償却費 2,788百万円 3,495百万円

のれんの償却額 －百万円 21百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成29年２月28日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月24日

定時株主総会
普通株式 350 25  平成28年５月31日  平成28年８月25日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、創立30周年の記念配当３円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成30年２月28日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月23日

定時株主総会
普通株式 351 25  平成29年５月31日  平成29年８月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自平成28年６月１日　至平成29年２月28日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成29年６月１日　至平成30年２月28日）

　当社グループにおける報告セグメントは小売事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成29年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成30年２月28日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 200円52銭 153円66銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
2,817 2,162

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
2,817 2,162

普通株式の期中平均株式数（株） 14,052,114 14,075,553

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 200円32銭 153円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 14,428 4,490

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年４月12日

大黒天物産株式会社
 

取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤井　秀吏　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式

会社の平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年12月１日から平

成30年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成30年２月28日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の平成30年２月28日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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